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金属有機構造体を用いた窒素中微量水分計開発のお知らせ 

 

大陽日酸株式会社（社長 CEO：市原裕史郎）は、水分の吸着・脱離に応じて光学特性が変化

する金属有機構造体の性質を用いた窒素中微量水分計の開発に成功しましたので、お知らせい

たします。 

 

記 

 

1. 背景 

半導体の製造をはじめとした多くの産業に使用される高純度ガスは水分が混入すると、水分

による酸化のため製品性能や歩留まりの悪化を引き起こします。水分は大気中に大量に存在す

るため容易に混入しうる上に、極性分子であるため様々な物質に吸着し、一旦混入すると大量

のパージガスを使用して除去する必要があります。従って、微量水分を嫌う製造プロセスにと

って産業用ガス中水分濃度の多点監視は必須ですが、適時性、高感度、高信頼性を満足する小

型かつ安価な微量水分計はありませんでした。 

そこで当社は熊本大学（大学院先端科学研究部（理）大平 慎一 准教授）と共同で研究を

行い、多孔性構造を持つ金属有機構造体（Metal Organic Framework、 以下 MOF）を感湿剤と

して採用し、応答速度 5分未満、検出下限値 10 vol.ppb、価格 100万円未満を満たす窒素中微

量水分計を開発しました。 

 

2. 技術の概要 

MOF は金属イオンと有機配位子との配位結合により形成される多孔性物質群であり、ガス貯

蔵、ガス分離、触媒などへの応用が期待される次世代機能性材料です。 

MOFの 1つである Cu-BTCは、二価銅イオン（Cu2+）と 1,3,5-ベンゼントリカルボン酸（BTC）

から形成され、常温にて水分子を吸着・脱離し、それに伴い特定波長の吸光度が変化します（図

1）。本水分計は、この吸光度変化を検出し、水分濃度に換算することを基本原理としておりま

す。 

微量域における水分濃度変化に対して高速かつ高い相関を持つ吸光度変化を示すことから

高感度かつ高速応答で信頼性高く測定することができます。図 2に示す測定例では、微量水分

を含んだ窒素ガスを導入した直後より指示値が上昇し、従来の汎用機に比して非常に高速な応

答性を有することが確認でき、水分の混入を極度に嫌うプロセスにおける水分不純物濃度管理

計器として利用可能です。 
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図 1 Cu-BTCの構造および吸光度変化 

 

 

図 2 窒素中微量水分に対する応答例 

 

3. 今後の展開 

当社関連工場における試験を進め、実環境下での長期フィールド試験を通じて、2020年度中

に一般販売に繋げる予定です。また、他のガス種への適用と更なる高感度化に向けた技術開発・

製品化を進めて参ります。 
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本件に関するお問い合わせ 

大陽日酸株式会社 

東京都品川区小山 1-3-26 

 

管理本部 広報・ＩＲ部  

TEL: 03-5788-8015 

 

産業ガス事業本部  

電子機材機器事業部 電子機材機器営業部 

TEL: 03-5788-8470 


